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概要: 観光と健康の関係を見つめ直し、旅がもたらす身体的・心理的な効果を多角的に捉えようとする動きが広がっています。日本ヘルスツーリズム学会は、医療・福祉・観光・地域づくりなど多様な分野が連携し、人々の健康と地域の活性化を同時に実現する仕組みを探求しています。本学会では、健康をテーマにした観光のあり方や、それを支えるエビデンスの創出、そして実践の現場と学術との橋渡しを目的としています。本発表では、ヘルスツーリズムの可能性や、分野を越えた連携の重要性について改めて共有するとともに、今後の活動の展望について紹介します。
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Abstract: The relationship between tourism and health is gaining renewed attention, with growing interest in how travel can support physical and mental well-being. The Japan Health Tourism Society brings together experts from healthcare, welfare, tourism, and regional development to explore integrated approaches to health and revitalization. This presentation will introduce the society’s vision, ongoing efforts, and future directions in promoting evidence-based, health-focused tourism.
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1. はじめに
Update: 2025/08/08
こちらは、日本ヘルスケアツーリズム学会の論文テンプレートです。本学会に投稿する論文については、このテンプレートに準じてください。
2. 注意事項
本学会に提出する論文が本テンプレートに準じていない場合、提出された論文を受理しない場合があります。
3. 論文の種類について
本学会でとりあえ使う論文の種類は２種類あります。開催される大会、研究会の指示に従い、適切なものを選択してください。
3.1. 論文誌形式
論文誌形式は、主に論文誌に掲載するための査読あり形式論文です。8ページ程度の文章量で構成され、最大12ページで収めてください。内容としては、ヘルスツーリズムに対して深い貢献が見込め、議論、評価についても十分になされていることが望まれます。

3.2. 研究会発表形式
研究会発表形式では、主に口頭発表を前提として研究会や定例報告会等において発表内容をまとめる形式です。4ページ程度の文章量で構成され、最大8ページで収めてください。内容としては、研究、実施途中であってもヘルスツーリズムコミュニティに対して共有しておくべき話題を広く求めます。
4. 執筆とスタイルについて
4.1. フォント
利用するフォントについては、日本語では明朝、ゴシックのいずれかを使用し、英語では、Times New Roman、Arialなどの一般的な英語フォントを使用してください。
4.2. 記載が必要な項目
本論文では形式に問わず、以下のことを必ず記載してください
· タイトル (日/英 共に)
· 著者名 (日/英 共に)
· 概要 (日/英 共に)
· キーワード (日/英 共に)
· 所属 (日/英 いずれか)
· メールアドレス (投稿者のみで良い)
· 本文 (日/英 いずれか)
4.2.1. タイトル
日英共に記載してください。フォントサイズは、14pt
4.2.2. 著者名
日英共に記載してください。日本語の場合は氏名の順に、英語の場合は名氏の順で記載し、氏名の間は必ず半角スペースで空けてください。ミドルネームを記載する場合は、氏名の間に記載し、それぞれ半角スペースで空けてください。フォントサイズは、12pt
4.2.3. 概要
日英共に400文字程度で記載してください。フォントサイズは、9pt
4.2.4. キーワード
日英共に最大5つまで記載してください。フォントサイズは、9pt
4.2.5. 所属
日英いずれかで1ページ目下部に脚注機能を用いて数字の脚注として記載してください。同様の所属の場合は、同じ脚注番号としてください。フォントサイズは、9pt
4.2.6. メールアドレス
投稿者のメールアドレスを1ページ目下部に脚注機能を用いて†の脚注として記載してください。フォントサイズは、9pt
4.2.7. 本文
日英いずれかで記載してください。フォントサイズは、9pt
5. 図表
図表については、必ず図表番号とキャプションを図表番号の挿入機能でつけてください。キャプションは図であれば下に、表であれば上に入れ、中央揃えにしてください。図表の引用は、”図1のように”、”表1のように”のように記載し、本文中で引用しない図表については挿入しないでください。
[image: テキスト

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
図 1. 図の挿入の例

表 1. 表の挿入の例
	行1列1
	行1列2
	行1列3

	行2列1
	行2列2
	行2列3

	行3列1
	行3列2
	行3列3



6. 箇条書き
箇条書きは、箇条書き機能を用いて、・および、- を利用してください。
7. 問い合わせ
本テンプレートに関する質問は、taro[at]example.com に問い合わせをお願いします。[at]は、@に置き換えてください。

謝辞
謝辞の記載が必要である場合、本文の後、参考文献の前に記載してください。

参考文献
参考文献は、論文最後に記載してください。ここに記載した文献は、必ず本文中で引用してください。引用していないものについては、記載しないでください。
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